BUFFALO 



ををにお使いいただくためにみずお守りください 


A 絶対に'行ってはいけないことを記載しています。この表示のを意事 
項を守らないと、使用者が死 t または、重症を負う危険が差し迫って 
生じる可能性が想定される内容を示しています。 

危険 

-電池を取り扱うと刮ま、次のことをお守りくださし、。 

•分解、改造、修理しない。 

-電極の (+) と (一) を針金等の金属で接続しなし、。また、金属性の 
ネックレスや ヘア ピン、カギ等と一緒に持ち運んだり、保管したり 
しない脂触し、シヨートする危険性があります)。 

-かの中に投入したり、100でが上の高温の場巧や水の中に放置し 
ない。 

.釘を刺したり、かなづちで叩いたり、踏みつけたりしない。 

が上のことをずらないと、液もれ•発熱、発ル、破裂しやけどやけが 
をする恐れがあります。 

-電池は孔幼児の手の届くところに置かないでください。 
電池を誤って飲み込むと、窒息や中毒を起こす危険があります。特 
にかさなお子様のいるご家庭では、手の届かないところで保管•使 
用するなど、ごま意くださし、。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師 
の治療を受けてください。 


絶対に巧ってはいけないことを記載しています。この表示の指示 
を守らないと、使用者が死 t または重傷を負う可能性が想定され 
る内容を示しています。 

警吉 

-電池を取り扱うと刮ま、次のことをお守りくださし、。 

-電極の(十)と (一) を間違えて挿入しなし、。 

♦消耗しきった電池を入れたままにしない。使用済みの電池は、お 
ち自治体の条例に従って正しく処分する。 

•長期間使用しないときは、電池を取り外し、常温の乾燥した塌戸斤 
に保管する。 

が上のことをずらないと、液もれ•発熱、発ル、破裂しやけどやけが 
I i をする恐れがあります。 

I -電池を使用•交換するときは、指定の電池を使用してください。 

指定が外の電池を使用すると、液漏れ•発熱•破裂し、やけど•けが 
I をする恐れがあります。 

W • 電池内部の液がもれたと刮ま、液に帥れない。 

やけどの恐れがあります。もし、液が皮膚や巧服についたときは、 
I すぐにきれいなかで洗い流してくださし、。液が目に入ったときは、 

■ 失明のおそれがありますので、すぐにきれいなかで洗い、医師の治 

療を受けてくださし、。 

A この表示の注意事項をずらないと、使巧者がけがをしたり、伽的 
損害の発生が想定される内容を示しています。 

ま意 

-本製品を次の場巧に設置しないでくださし、。感電•火災の 
原因になったり、製品に悪影響をちえる場合があります。 

強い磁界•静電気•震動が発生するところ、平らでないところ、直身寸 
日光があたるところ、火気の周辺または熱気のこもるところ、漏電， 
漏水の危険があるところ、油煙、湯気、湿気やホコリの多いところ。 

-本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 
-本製品の分解や改造や修理を自分でしないでください。 

-本製品を廃棄するときは地方自治体の条例に従ってください。 
-異常を感じた場合は、即座に使用を中止し、弊社テクニカ 
ルサポートセンターまたはお買い上げの販売店にご相談く 
、:一 ださい。 


マウス ご 使用時の注意 

-センサー部分を'汚したり、傷つけたりしないでくださし、。 

-ボタンが常に f 甲されている状態や、マウス本体が常に動かさ 
れているような状態が長く続くと、電池の消耗が速くなります 
のでま意してくださし、。 

• カバン、袋などに入れて持ち歩くときは、電源を OFF にしてく 
ださい。 


レーザーセンサー ご 使用時の注意 

本製品は、不可視レーザーを使用しているため、目に障害をき 
たすことのない classi 該当品ですが、レーザー発巧部分を直視 
することは避けてください。 

ガラスや鏡面などの上では正常に動作しない場合があります。 


電波に関するミ主意 

-本製品は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線 
局の無線設備として、工事設計認証を受けています。従って、 
本製品を使用するときに無線局のを許はぶ、要ありません。また、 
本製品は、日本国内でのみ使用できます。 

-次の場所では、本製品を使巧しないでください。 

電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところ、 2.4 GHz 付 
近の電波を使用しているものの近く（環境により電波が届かない場合 
があります。） 

-本製品は、工事設計認証を受けていますので、]•乂下の事項を 
おこなうと法律で罰せられることがあります。 

-本製品を分解/改造すること 

•本製品の裏面に貼ってある認証ラベルをはがすこと 

-本製品の無線チャンネルは、が下の機器や無線局と同じ周波 
数帯を使用します。 

•産業•科学•医療用機器 

•工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
①構内無線局(免許を要する無線局） 

感特定か電力無線局(免許を要しない無線局） 

-本製品を使巧する場合は、上記の機器や無線局と電波干渉す 
る恐れがあるため、]•乂下の事項にま意してくださし、。 

1.本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特 
定か電力無線局が運巧されていないことを確認してください。 

2 .万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の 

事例が発生した場合は、速やかに本製品の使用場所を変えるか、ま 
たは電波の発射を停止して電波干渉を避けてください。 

3 .その他、本聲品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電 

波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたとき 
は、弊社テクニカルサポートセンターへお問い合わせください。 


使用周波数帯域 

2.4 GHz 

蜜調方式 

FH ち式 

想定干渉距離 

10 m が下 

周波数変更の巧否 

全帯域を使用しかつ r 構内無線局」 r 特定小 
電力無線局」帯域を回避不可 


禪属晋攝ベて揃碌なるとを聰します.') 

♦マウス(本体）1台 



♦アルカリ単 4 乾電池 2 本 
J ^ -動作確認用 


r #| 本製品に Bluetooth アダプター（ドングル)は付属し 
*」ておりません。パソコンに標準搭載の Bluetooth 機能 
'ホ思 または弾社製 Bluetooth アダプター BSHSBD シ リー 
ズ等をお買い求めの上、 ご利用ください。 



2. マウス本体のカノく一が開きますので、単4乾電池を矢巧のち向に挿 
入します。 

と一を絶対に間違えないでくださし、。 



3 .力/ く一を r カチッ」と音がするまで閉めます。 
4.本体の電源スイッチを ON にします。 



~を欄言化 n ' のま s 【 r ちが 

電池残量が、無くなりかけた場合には、 LED がホ色に点減しま 
す。その場合には、電池を交換してくださし、。 


「/|パソコンの電源を切って操作しないときは、必ず本 
製品の電源を OFF にしてください。パソコンに接続し 
' As ていないが態で電源を ON のままにしておくと電池の 
消耗が早くなる場合があります。 



-非磁性体(木の机など') 马約 10m 
-磁性体(鉄製の机など） 与約 3m 
《弊巧テスト値につき、保証値ではありません。 



こちらでは、 Toshiba 製 Bluetooth ソフトウェアでの設定方まを 
記載します。違うメーカーのソフトウェアを使用されてし、る場合 
には、そちらの手順を参照してくださし、。 

また、 Bluetooth ソフトウェアがインストールされていない場合 
には、別途 Bluetooth アダプタ ー（ ドングル)等をご購入してい 
ただき、その製品に添付されてし、るマニュアルに従し、、インス 
卜ールしてくださし、。 

下記手順は、 WindowsVISTA での手順ですが、 Windows? / 
XP/ 2000 でも、同様な手順となります。 

1. 自動登録ウイザードによるインストール 


(1) 自動登録のウイザードが表示されたら、マウス底面の CONNECT 
ボタンを押します。（ホイール近くのステータス LED がホく点なし 
ます。） 



(2) ウイザード内に 、 [Bluetooth Laser Mouse ] が表示されたら、検出 
0 K です。もうしばらく待って、自動登録ウイザード画面が、閉じた 
ら、使用可能です。 



2 • 手動設定(自動登録画面が出ないときなど) 



(2) Bluetooth 設定画面が表示されたら、[新しい接続]をクリックし 
ます。 



(3) 新しい接続の追加ウィザードが表示されたら、[エクスプレスモ 
-鬥にマークをつけます。 

マウス底面の CONNECT ボタンを押します。（ホイール近くの LED 
が赤く点なします） 

欧へ]をクリックします。 



(4) しばらく、 Blu が〇〇か機器検索の画面が表示されます< 



(5) お出された、 Bluetooth 機器が表示されます。 

[ Bluet ; 00 th Laser Mouse ] を選巧し、[次へ]をクリックします。 

* しい巧巧で左加ウイプード 
巧りスの: 8 巧 




[<R がの ；か\(の—> 


[ 辛*ンの i L 〜け 


尚しばらく、サービス検索の画面が表示されます。 

ご使用の Bluetooth ソフトウェアによっては、パスキー （ PIN ] — 
ド)を要求される場合があります。そのと对ま、"0 0 0 0" と入力 
してくださし、。 _ 

Bluetooth 2.1 対応の場合には、 「 Bluetooth セキュリティ」認話画 
面が出るので、[はい]を押します。 



(7) しばらく、ドライバの登録作業が自動で巧われます。 





(8) 正常に、ドライバがインストールされれば、 Bluetooth 設定画面 
に 、 [Bluetooth Laser Mouse ] が登録され、設定終了です。 

本製品のホイール近くのの LED も、消なします。 



(5) 問題なけれ肤数秒で接続完了し、アイコンに接続マ 
ークがイ寸加されます。 

本磬品のホイール近くのの LED も、消なします。 




r#l • Windows 起動時の Bluetooth ソフトウェアが組み 
込まれるのが遅い場合、本製品が使巧巧能になる 
まで、時間がかかる場合があります。 

• 電池を交換した際には、 Bluetooth Laser Mouse 
の接続情報が外れる場合があります。 

そのときは、下記の手順で、再接続してください。 



(2) Bluetooth 設定の画面で 、 Bluetooth Laser Mouse の 
アイコンから、接続マークが消えているのを確認しま 
す。 




口）マウス底面の CONNECT ボタンを押す。 

(ホイール近くの LED がホく点灯します） 

(4) Bluetooth 設定画面を開き、アイコンのところでもク 
リックし、メニューより[接続]を選びます。 

6 田 uetooth 游 


6 Bluet 品 游 > 

L 扭是舌( V)〜レプ (H) 

f a _ ill 


F» 

I 


« 除 (E) 
is* 阿… 

デスクトヴブ上にシ a- トカツトをげ成 (S) 

ち 

アイコンの SB (り… 


J 


(5) [検索中です。]という画面がしばらく表示されます。 


こちらでは、 PS3® での設定方法を記載します。 

(1) PS 3 メニューの設定/ニューの陋辺機器設赶で、〇ボタンを押 
します。 






(6) 検索できたら 、 [Bluetooth Laser Mouse ] が表示されます。 
[Bluetooth Laser Mouse ] が選択(光っている状態)されている 
状態で、〇ボタンを押します。 





もし 、 [Bluetooth Laser Mouse ] に左伯 U が、青く光っていな 
い場合には、登録だけされて、接続されていない状態で 
す。 

が下の手順で設定を行ってくださし、。 

(1) A ボタンを押して、オプションメニューを出します。 



(2) マウス底面の CONNECT ボタンを押して(ホイール近くの 
LED がホく点灯します)、脂綿で〇ボタンを押します。 



(3) [しばらくお待ちくださし、。]と表示されます。 


(4) [Bluetooth Laser Mouse ] の左側に、青く光るマークが点な 
して接続完了です。 

X ボタンを押して、設定完了です。 



お問い合わせ 


お問い合わせについては、な下の順にてご確認し、ただきますようお願いいたします。 

マニュアル (印刷物、添付 CD 等)をご確認ください。 


弊社ホームぺージにて最新 FAQ 情報、最新ドライバダウン 
ロードをご確認ください。 


;—ムぺージ 


http://buffalo-kokuyo.jp/support/ ^ 


上記で改善しない場合は、テクニカルサポートセンターへ 

お問い合わせください。 


Web でのお問い合わせ先 


http://bufTalo-kokuyo.jp/support/toiawase/ 


FAX でのお問い合わせ巧 


050 - 5805 - 9384 


保証契約約款 


この約款は、おぎなが屛入された巧社裝品について、修理に関する保証のを件等を規定するものです。おぎな 
が、この約款に規をされたを項に同意頂けない場合は保証契約を巧が肖すことができますが、その場合は、ご 
睛入の製品を使用することなく販売店またはが社にごおが下さい。なお、この約款により、お客様の法律上の 
相和がお旧されるものではありません。 

第1を淀義） 

1この約款において、「保 IE 書 J とは、保証期間に製品が巧障した場合に辟社が修理を巧うことを約し 
た重要な証明書をいいます。 

2この約款において、「が障」とは、お客様が正しい使用方法に基づいて製品を作動を 
てち、製品が正常に稱能しない状態をいいます。 

3こ饼 tiW こおし、て、「姑掛^とホ製品6销障した場合、解げお憤で巧う当窥配脚^をいし、ます。 

4この約款において、「な償保証 J と肤この約款に規定されたを件により、巧社がお客様に巧しお憤修 
理をお約ますることをいいます。 

5この約款において、 r 有償修理 J とは、製品が巧障した場合であって、無償保証が適用さ； t 
おぎ巧から費用を頂截して弊なぜ行う当該巧庭個巧の巧理をいいます。 

;この約款において、「製品」とは、掉社が版売に惕して堀包されたもののうち、本体部分をいし、、せ居 
寸品などは含まれません。 


せた場合であつ 


I されないとき、 


品および添付品; 
第2を撫償イ呆班） 


I 製品が巧障した場合、お客なは、保围舍に記載された保証巧商巧に弊社に対し修理を巧箱すること 
により、お償保おの適用をきけることができます。但し巧の各号に掲げる場合は、保な巧間内であつ 
てもみ償保証の適巧を受けることができません。 

言修理をご依頼される際に、保な書をご提示頂けない場合。 

;ご提示頂いた保な書が、製品をおよび製品シリアル No 等の重要ま項がホ記入または修正されてい 
ること等により、偽造された疑いのある場合、または製品に表示されるシりアル No 等の重愛ま項が 
'消去、削除、もしくは改ざんされている場合。 

1販売店様が保証害にご購入曰のな巧をされていない場合、ぎたはおち様のご廣入日を巧認できる 
書類(レシートなど)が添付されていない場合。 

;おぎ様が製品をお買い上げ頂いた後、お客様に 
因して巧障または破損した場合。 

5お客 ㈱ こおける使用上の誤り、不当な巧造もしくは修理、または、巧社が指定するものむかの巧器と 
の接病により巧障または破損した場合。 

1 义ぶ、化雇、落雷、風水害、その他天を巧変、き 
お損した場合。 

;消を部品が自巧摩耗または自然劣化し消耗部品を巧り換える場合。 

9前各号に掲げる場合のほか、棚章の原因が、お客様の使巧方まにあると認められる場合。 


まによる運送または移動に席し、落下または谨 


ミ、または、異常電圧など ( 


胖社が指をす; 
:'の外部的要因 I 


I により、が障または 


I 修理のごな箱時には製品を算社テクニカルサポートセンターにご送がくださし、。テクニカルサポートセンターについ 
ては各黏品あ巧のマニュ乃レ(電子マニュアルを含みまず)またはバッケージをご巧認くださし、。尚、を料は这 
とさせていただきます。また、ご送が時にはをあ便など送付控えが残る方までご送付くださし、。酷留ま固〈お 


担とさ 
します 


こ、ごちが時にはを 
よ部品のを換を 


，まを付元負 
3 くお断り致 


之巧恐ま、製品の分裤または部品のを換もしくは補修により行います。但し万一、修理が困麗な場合 
または修理費用が製品価格を上回る場合には、保証対まの製品と同等またはテれな上の性能をち 
ずる他の製品と交換するまにより対応させて巧くまがありまず。 

;ハードディスク等のデータ記憶萬 g またはメディアの修理に際しましては、修理の内容により、ディス 
クもしくは製品を巧換する場合またはディスクもしくはメディアをフォーマットする場合などがござ 
いますが、修理の原、巧なは記憶されたデータについてノ《ックアップを作成いたしません。また、辟社 
は当該データのお損、消失などにつき、一切の責任を負いません。 

1無償修理により、交換された旧部品または旧製お等は、弊社にてお宜廃棄の分させて頂きます。 

;有償修巧により、交換された旧部品ぎたは旧製品等についても、巧社にて適宜巧裏の巧させて頂き 
ますが、修理をご依頼された際にお客様からおがらせ頂ければ、旧部品等 
場含ちござし' 


部品のせ質上ご意向に添えない場含 
第4条娩責ま項） 

おぎながご購入された製品について、 


します。但し 


户ます。 


.、辟社にさ 

行または不法巧るにちづ < 損害賠償責任は、当該製品の購入代金を限度と 
2お客樣がご辑入された製品につして、陽れた棍曲があった場合 t もこのが獻の規をにかかわらず、浦にて当!«を 
修補しまたなし准品または同等品に巧婿!?しますか当に基づく損害賠憤の養に任じません0 
3弊社:における保証は、おぎながご購入された製品の稱能に関するものであり、ハードディスク等のデータ 
記憶装■について、記憶されたデータの消失または破損について保証するものではありません。 

第5を(有効範囲） 

この約款は、日本国内においてのみ有効です。また•ちがでのご使用につきましては、掉巧はいかなる保 
証もいたしません。 


わた場合を 
星と致します 


電話でのお問い合わせ先 


※電話番号はお掛け間違いのないようにごま意くださし、。 


050 - 3163-3177 


月〜±(曰•祭日、年末年始除く） 
9:30〜12:00/13:00〜18:00 


※〇50から始まる IP 電話を利巧しています。 



修理品の発送巧 ( A ) 

く送付先> 

干 470-1 121 愛知県豊明市 西 j 11 町島原 1 -1 
バッファ ローコクヨサプライ修理センター宛 



•製品の仕様、デザイン、および本書の内容については、改良のため予告なしに変更 
される場合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

• BUFFALO ™ は、株式会社メル コ ホールディングスの商標です。本書に記載されてい 
る他社製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、®、©などの 
マークは記載していません。 

株式会社バッファロ-コクヨサプライ 初版発行2009/9/28 

BSMLB 03 N シリーズ取扱説明書 KM 00-0102-00 


















































































































































































































































































































































